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は
じ
め
に

ウ
ガ
ン
ダ
は
東
ア
フ
リ
カ
の
内
陸
部
に
位
置
す
る
目
立
た
な
い
国

で
あ
る
が
、一
九
九
〇
年
代
の
開
発
協
力
の
世
界
に
お
い
て
は
、「
希

望
の
星
（
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
米
国
国
務
長
官
、
一
九
九
七
）」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
内
戦
か
ら
の
復
興
過
程
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
当
時
の
経

済
成
長
率
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
数
字
は
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ

（
以
下
「
ア
フ
リ
カ
」）
で
は
希
少
で
あ
っ
た
の
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
銀

行
を
は
じ
め
国
際
金
融
機
関
、
国
連
機
関
や
二
国
間
政
府
援
助
機
関

（
以
下
、「
ド
ナ
ー
」
と
総
称
）
か
ら
大
き
な
賞
賛
を
浴
び
て
い
た
。

ま
た
、
ウ
ガ
ン
ダ
は
政
府
の
規
模
を
縮
減
す
る
公
共
セ
ク
タ
ー
改
革

に
も
成
功
し
、
一
九
九
七
年
に
途
上
国
で
最
初
に
貧
困
削
減
戦
略

（Poverty Reduction Strategy: PRS

）を
作
成
し
た
が
、そ
の
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
ぶ
り
で
も
評
価
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
好
調
な
成
長
率
を

反
映
し
た
所
得
貧
困
の
低
下
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
の
早
期
対
策
、

初
等
教
育
普
遍
化
政
策
（U

niversal Prim
ary Education: U

PE

）

の
導
入
に
よ
る
就
学
児
童
数
の
拡
大
な
ど
を
達
成
し
た
。
他
方
、
こ

う
し
た
社
会
経
済
的
な
成
功
と
は
対
照
的
に
、
政
治
形
態
に
お
い

て
は
二
〇
〇
六
年
ま
で
は
「
無
政
党
政
治
（no party politics

）」

と
形
容
さ
れ
た
、
Ｎ
Ｒ
Ｍ
（N

ational Resistance M
ovem

ent

：

二
〇
〇
一
年
か
ら
は
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
た
）
と
呼
称
さ
れ
る

唯
一
の
政
治
勢
力
の
統
治
が
続
き
、
国
民
の
政
治
的
権
利
は
抑
制
さ

 
特
集
―

２ 

ア
フ
リ
カ
を
み
る
世
界
の
目

れ
た
。

ウ
ガ
ン
ダ
の
分
権
化
政
策
は
、
九
〇
年
代
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
政

策
の
な
か
で
も
と
く
に
注
目
さ
れ
た
。
ウ
ガ
ン
ダ
は
南
ア
フ
リ
カ
と

と
も
に
域
内
で
最
も
急
進
的
か
つ
本
格
的
な
分
権
化
を
進
め
た
国
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
格
的
な
稼
動
期
間
は
一
九
九
七
年
か
ら

二
〇
〇
六
年
ま
で
の
一
〇
年
間
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る＊

＊

。
分
権
化
は
Ｐ

Ｒ
Ｓ
と
同
様
、
ウ
ガ
ン
ダ
政
府
の
内
発
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ

り
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
ド
ナ
ー
側
も
積
極
的
に
支
援
し
た
。
分
権

化
の
目
標
に
関
す
る
政
府
の
公
式
の
ス
タ
ン
ス
は
、
地
方
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
・
デ
リ
バ
リ
ー
体
制
の
構
築
に
よ
る
貧
困
削
減
と
民
主
化

の
促
進
で
あ
っ
た
（M

oFPED
 2000

）。
ウ
ガ
ン
ダ
の
分
権
化
に
対

す
る
国
際
社
会
の
論
調
も
当
初
は
歓
迎
ム
ー
ド
が
強
く
、「
い
か
な

る
国
の
権
限
委
譲
（devolution

）
政
策
よ
り
も
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル

な
政
策
」
と
評
さ
れ
た
（M

itchinson 2003

）。
た
だ
し
、
本
格
稼

動
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
露
呈
し
た
。「
ア

フ
リ
カ
民
主
主
義
の
制
度
と
し
て
地
方
政
府
（
Ｌ
Ｃ
／
Ｒ
Ｃ
、後
述
）

を
創
設
す
る
と
い
う
当
初
の
考
え
方
が
後
退
し
た
」
の
で
は
と
い
う

見
方
も
あ
る
（
斉
藤 2007

）。

本
稿
で
は
ウ
ガ
ン
ダ
の
分
権
化
に
つ
い
て
大
き
く
二
つ
の
課
題
を

検
討
し
た
い
。
第
一
の
課
題
は
、
手
段
と
し
て
の
分
権
化
と
貧
困
削

減
の
関
係
で
あ
る
。
低
所
得
国
の
分
権
化
政
策
の
目
的
や
動
機
に

つ
い
て
の
先
行
研
究
は
多
い
が
、
貧
困
削
減
効
果
の
研
究
は
少
な

い
（Jütting et al. 2004; Steiner 2007

）。
貧
困
削
減
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
政
策
、
改
革
が
一
体
的
に
作
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
分
権
化

政
策
だ
け
で
効
果
を
測
定
す
る
こ
と
は
一
般
的
に
困
難
だ
か
ら
で
あ

る
。
一
九
ヵ
国
を
対
象
と
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
開
発
セ
ン
タ
ー
の
ユ
ッ

テ
ィ
ン
グ
（Jütting et al. 2004

）
ら
の
研
究
は
、
分
権
化
の
貧
困

削
減
へ
の
貢
献
度
は
総
じ
て
「
や
や
否
定
的
」
か
「
否
定
的
」
と
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
自
体
、
貧
困
削
減
の
多
面
的
な
要
因
、
長

期
の
準
備
期
間
の
必
要
性
を
考
慮
す
る
と
暫
定
的
な
評
価
と
い
う

感
が
否
め
な
い
。
ウ
ガ
ン
ダ
を
研
究
し
た
ス
テ
ィ
ナ
ー
（Steiner 

2007

）
は
分
権
化
の
貧
困
削
減
効
果
は
三
つ
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て

実
現
す
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
公
共
的
な
意
思
決
定
過
程
へ
の
参

加
（Crook and M

anor 1998

）、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
性
の
向

上
（W

orld Bank 2001

）、お
よ
び
紛
争
解
決
能
力
の
形
成
（Crook 

and Sverrisson 2001

）
で
あ
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
分
権
化
は
当
初
こ

れ
ら
の
ル
ー
ト
そ
れ
ぞ
れ
で
高
い
評
価
を
得
て
い
た
が
、
ス
テ
ィ

ナ
ー
は
実
際
に
は
そ
の
と
お
り
機
能
し
な
か
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

本
稿
で
は
開
発
援
助
を
通
じ
て
の
分
権
化
と
貧
困
削
減
の
関
係
を
理

論
的
に
考
察
し
、
分
権
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
集
権
性
を
伴
っ
て
い
た
こ

と
、
そ
の
意
味
で
貧
困
削
減
は
分
権
化
と
は
直
結
し
な
い
事
象
で

あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

第
二
の
課
題
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
分
権
化
の
政
策
動
機
を
総
合
的
に

把
握
す
る
必
要
性
で
あ
る
。
も
し
ウ
ガ
ン
ダ
側
の
動
機
が
公
式
に
表

明
さ
れ
た
立
場
だ
け
で
あ
っ
た
な
ら
、
第
一
の
課
題
を
検
討
す
れ
ば

全
体
像
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
ウ
ガ
ン

ウ
ガ
ン
ダ
の
分
権
化
と
貧
困
削
減

―
―
ド
ナ
ー
の
視
座
の
制
約

笹
岡
雄
一
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ダ
側
に
隠
れ
た
動
機
が
存
在
し
た
な
ら
ば
、
第
一
の
課
題
だ
け
で

は
分
権
化
の
意
味
を
汲
み
取
れ
な
い
だ
ろ
う
。
一
般
に
低
所
得
国
に

と
っ
て
分
権
化
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
問
う
こ
と
は
、
公
式
の
政
策

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
証
を
通
じ
て
も
解
明
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
一
〇
年
と
い
う
期
間
が
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
権
化
の

プ
ロ
セ
ス
に
変
化
が
う
ま
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
も
し
ド
ナ
ー
が
看

取
し
て
い
な
い
ウ
ガ
ン
ダ
側
の
動
機
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
開
発
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
ド
ナ
ー
の
視
座
の
制
約
を
意
味
す

る
も
の
に
な
ろ
う
。
筆
者
は
こ
の
面
に
つ
い
て
動
機
に
変
化
が
あ
っ

た
と
の
観
点
か
ら
論
じ
る
。

本
稿
で
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
分
権
化
と
貧
困
削
減
の
関
係
、
分
権
化

の
政
策
動
機
と
い
う
二
つ
の
課
題
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
同
国
の
分

権
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
全
貌
に
近
接
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
れ
は

政
策
決
定
者
な
い
し
は
権
力
エ
リ
ー
ト
と
ド
ナ
ー
の
間
の
関
係
を
想

像
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
予
測
で
き
た
ゲ
ー
ム
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
以
下
の
構
成
と
し
て
は
、
第
Ⅰ
章
で
一
九
九
七
年
を
中
心
と
し

た
ウ
ガ
ン
ダ
の
分
権
化
政
策
や
Ｐ
Ｒ
Ｓ
の
経
緯
を
説
明
し
、
そ
の
な

か
で
ド
ナ
ー
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
第
Ⅱ
章
で
は

第
Ⅰ
章
の
論
述
に
立
脚
し
て
ウ
ガ
ン
ダ
の
貧
困
削
減
と
分
権
化
の
関

係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
こ
で
第
一
の
課
題
で
あ
る
分
権
化
政
策

の
貧
困
削
減
に
対
す
る
寄
与
の
可
能
性
を
論
じ
る
。
第
Ⅲ
章
で
は
第

二
の
課
題
と
し
て
一
〇
年
の
間
に
ウ
ガ
ン
ダ
側
の
分
権
化
を
め
ぐ
る

動
機
に
変
化
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
分

権
化
は
行
政
レ
ベ
ル
に
留
ま
ら
ず
、
政
治
レ
ベ
ル
か
ら
広
く
捉
え
る

必
要
が
あ
る
。
最
後
に
、「
お
わ
り
に
」
で
は
ウ
ガ
ン
ダ
の
分
権
化

と
は
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
暫
定
的
な
結
論
を
述
べ

る
こ
と
に
し
た
い
。

Ⅰ　

中
央
か
ら
地
方
へ

１　

九
七
年
の
軌
跡

一
九
九
七
年
の
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
財
務
計
画
省
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た

多
く
の
政
策
改
革
が
並
行
し
て
進
展
し
た
。
貧
困
撲
滅
行
動
計
画

（Poverty Eradication A
ction Plan: PEA

P

）
と
い
う
ウ
ガ
ン
ダ

版
Ｐ
Ｒ
Ｓ
の
作
成
が
着
手
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
っ
た
。
筆
者
も

こ
の
打
ち
わ
せ
会
議
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ウ
ガ
ン
ダ
人
が

中
心
に
な
っ
て
構
成
さ
れ
る
一
〇
名
あ
ま
り
の
チ
ー
ム
が
作
業
し

た
。
国
際
社
会
で
途
上
国
全
体
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
Ｓ
の
作
成
が
討
議
さ

れ
た
の
は
、
九
九
年
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
銀
行
の
合
同
委
員
会
で
あ
る
の

で
、
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
そ
の
二
年
前
か
ら
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
た

プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世

界
銀
行
の
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
（Poverty Reduction Strategy Paper

）
進

捗
状
況
報
告
書
に
お
い
て
も
「
参
加
型
貧
困
調
査
な
ど
で
最
も
綿
密

な
検
討
が
行
わ
れ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（M

oFPED
 2001

）。
ま

た
、
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
は
地
方
分
権
を
貧
困
削
減
の
た
め
の
重
要
政
策
項
目

の
ひ
と
つ
に
あ
げ
て
お
り
、
そ
の
改
訂
版
は
憲
法
を
引
用
し
て
「
ウ

ガ
ン
ダ
の
民
主
主
義
は
分
権
化
の
文
脈
の
な
か
で
追
求
さ
れ
る
」
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
（M

oFPED
 2000: 108

）。

ウ
ガ
ン
ダ
に
お
い
て
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
策
定
が
急
が
れ
た
理
由
は
、
ム
セ

ベ
ニ
が
九
六
年
に
は
じ
め
て
公
開
の
大
統
領
選
に
参
加
し
た
こ
と

と
、
そ
こ
で
Ｕ
Ｐ
Ｅ
政
策
を
公
約
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
九
六
年
末

は
、
世
界
銀
行
を
は
じ
め
多
く
の
ド
ナ
ー
の
協
力
を
得
て
「
全
国
道

路
一
〇
ヵ
年
整
備
計
画
」
が
形
成
さ
れ
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
筆

者
が
世
界
銀
行
の
常
駐
代
表
に
着
任
挨
拶
を
し
た
際
、
同
代
表
は
来

年
度
の
予
算
は
重
点
セ
ク
タ
ー
全
般
の
拡
充
と
道
路
で
手
一
杯
で

あ
り
、
さ
ら
に
Ｕ
Ｐ
Ｅ
を
行
う
余
裕
は
な
い
と
述
べ
て
い
た
。
他

方
、
初
等
教
育
に
つ
い
て
は
国
際
金
融
機
関
と
政
府
の
間
で
ま
っ
た

く
合
意
が
と
れ
て
い
な
か
っ
た
（Piron w

ith N
orton 2004: 16

）。

九
六
年
一
一
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
援
助
国
会
合
で
教
育
大
臣
は

Ｕ
Ｐ
Ｅ
を
実
施
し
た
い
旨
説
明
し
た
が
、
計
画
は
ま
だ
初
歩
的
な
段

階
で
、
ド
ナ
ー
の
反
応
も
芳
し
く
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
九
七
年

に
な
っ
て
ム
セ
ベ
ニ
大
統
領
は
Ｕ
Ｐ
Ｅ
を
た
だ
ち
に
実
施
す
る
旨
の

ラ
ジ
オ
演
説
を
行
う
の
で
あ
る
。

教
育
を
支
援
し
て
い
た
ド
ナ
ー
に
は
Ｕ
Ｐ
Ｅ
に
よ
る
初
等
教
育
の

質
の
低
下
を
懸
念
す
る
声
が
あ
っ
た
。
英
国
は
、
初
等
教
育
で
は
な

く
、
中
等
教
育
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
米
国
の
国
際
開
発

庁
は
小
学
校
教
員
、
校
長
に
対
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
支
援
を
行
っ

て
い
た
が
、
未
訓
練
教
師
の
比
率
の
高
さ
に
困
惑
し
て
い
た
。
教
員

の
資
格
は
初
等
教
員
養
成
学
校
卒
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
小
学
校
卒

の
教
員
が
多
く
、
彼
ら
は
無
資
格
教
員
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
う
し

た
懐
疑
的
な
ド
ナ
ー
の
対
応
を
変
え
る
た
め
に
、
ウ
ガ
ン
ダ
財
務
計

画
省
は
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
に
も
と
づ
く
中
長
期
的
な
優
先
セ
ク
タ
ー
を
明
示

し
、
自
分
達
の
努
力
の
姿
勢
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
ム
セ
ベ
ニ
大

統
領
は
機
会
あ
る
ご
と
に
、
ウ
ガ
ン
ダ
で
優
先
さ
れ
る
の
は
道
路
と

初
等
教
育
だ
と
説
明
し
た
（Piron w

ith N
orton 2004: 18

）。
こ

う
し
た
状
況
で
、
ド
ナ
ー
で
真
っ
先
に
対
応
を
変
え
た
の
は
英
国
で

あ
っ
た
。
英
国
は
中
等
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
さ
せ
、
初
等
教
育

に
対
応
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
英
国
政
府
は
ム
セ
ベ
ニ
支
援
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
ド
ナ
ー
の
内
部
で
新
し
い
タ
イ
プ
の
援
助
様
態

（aid m
odality

）を
推
進
す
る
機
会
を
得
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
二
月
に
Ｕ
Ｐ
Ｅ
政
策
が
公
式
発
表
さ
れ
る
と
、
英
国

は
教
育
の
セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
ウ
ガ
ン
ダ
政
府
お
よ

び
他
の
ド
ナ
ー
に
対
し
て
呼
び
か
け
た
。
セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
い
う
の
は
個
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
超
え
た
セ
ク
タ
ー
全
体
に
対

す
る
開
発
戦
略
と
投
資
計
画
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
地
方
の
貧

困
削
減
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
と
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト

フ
ァ
ン
ド
と
い
う
新
し
い
援
助
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
提
唱
し
た
。
こ
れ

は
初
等
教
育
の
教
室
建
設
を
対
象
と
し
、School Fund

と
呼
ば
れ

た
。
英
国
は
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
北
欧
ド
ナ
ー
に
参
加

を
呼
び
か
け
た
が
、彼
ら
は
地
域
拠
点
（A

rea Based 

）
ア
プ
ロ
ー
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チ
と
い
う
多
セ
ク
タ
ー
の
事
業
を
地
方
で
展
開
し
て
お
り
、
単
一
の

セ
ク
タ
ー
基
金
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
北
欧
諸
国
は
従
来
か
ら
多

国
間
債
務
基
金
（M

ultilateral D
ebt Fund: M

D
F

）
に
よ
っ
て
ウ

ガ
ン
ダ
の
債
務
の
利
子
払
い
を
代
行
し
て
い
た
。
そ
れ
が
九
九
年
の

ケ
ル
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
最
終
合
意
さ
れ
た
重
債
務
貧
困
国

（H
eavily Indebted Poor Countries: H

IPCs

）
救
済
措
置
の
導
入

に
よ
っ
て
不
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
Ｍ
Ｄ
Ｆ
を
原
資
に
地
方
開
発

を
支
え
る
基
金
を
作
ろ
う
と
議
論
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
に
開
始
さ
れ
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
改
革
が
分

権
化
政
策
で
あ
る
。
九
二
年
か
ら
政
策
実
施
の
準
備
過
程
に
入
り
、

地
方
政
府
省
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
支
援
で
分
権
化
事
務
局
が
設
置
さ

れ
、
九
五
年
に
発
布
さ
れ
た
憲
法
に
は
分
権
化
の
規
定
が
盛
り
込
ま

れ
た
。「
国
家
目
標
お
よ
び
国
家
政
策
の
根
本
原
理
」
の
Ⅱ
―
ⅲ
は
、

「
国
家
は
人
び
と
が
最
良
に
運
営
し
、
彼
ら
の
業
務
を
遂
行
す
る
適

切
な
レ
ベ
ル
に
政
府
の
機
能
と
権
限
を
分
権
化
お
よ
び
権
限
委
譲

す
る
原
則
に
よ
っ
て
指
針
を
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

九
七
年
に
発
布
さ
れ
た
地
方
政
府
法
（Local Governm

ent A
ct

）

に
は
政
治
的
、
行
政
的
お
よ
び
財
政
的
分
権
化
が
規
定
さ
れ
た
。
同

年
の
一
〇
月
九
日
の
独
立
記
念
日
の
演
説
で
ム
セ
ベ
ニ
大
統
領
は
、

分
権
化
に
よ
っ
て
中
央
政
府
か
ら
地
方
政
府
に
移
転
さ
れ
た
予
算
に

草
の
根
レ
ベ
ル
の
人
び
と
が
ア
ク
セ
ス
し
、
準
郡
（sub-county

）

レ
ベ
ル
の
歳
入
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
地
元
で
使
え
る
、
地
方
政
府

が
中
央
政
府
に
相
談
な
く
計
画
、
財
政
、
案
件
の
優
先
順
位
を
決
定

で
き
る
と
語
っ
た
（President Speech, N

ew
 V

ision, O
ct. 10, 

1997

）。
他
方
、
中
央
政
府
の
役
割
は
、
国
家
政
策
の
実
施
、
国
家

的
基
準
の
確
保
、
よ
い
統
治
、
腐
敗
と
職
権
乱
用
の
阻
止
、
検
査
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ
び
地
方
政
府
に
対
す
る
技
術
支
援
に
限
定
さ
れ

る
と
し
た
。

一
九
九
三
年
か
ら
中
央
政
府
か
ら
地
方
政
府
に
交
付
さ
れ
た
グ
ラ

ン
ト
に
は
、条
件
付
き
（conditional

）、無
条
件
（un-conditional

）、

平
等
化
（equalization

）
の
三
種
類
が
あ
っ
た
。
北
欧
諸
国
は
、

地
方
政
府
に
は
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
優
先
順
位
の
変
化
に
応
じ
て

柔
軟
に
支
出
を
変
え
ら
れ
る
裁
量
権
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
中
央
政

府
の
公
務
員
を
地
方
公
務
員
に
す
る
際
、
給
与
定
員
を
セ
ク
タ
ー
で

縛
ら
ず
無
条
件
グ
ラ
ン
ト
と
し
て
確
保
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
た
。

地
方
政
府
省
は
こ
の
要
求
に
応
え
、
交
付
金
に
占
め
る
無
条
件
グ
ラ

ン
ト
を
九
四
／
九
五
年
度
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
九
七
／
九
八
年

度
予
算
で
は
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
拡
大
し
た
。
条
件
付
き
グ
ラ
ン
ト

は
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
の
重
点
三
セ
ク
タ
ー
（
初
等
教
育
、
地
方
道
路
お
よ
び

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
）
の
事
業
経
費
と
し
て
開
始
さ
れ
、
水

と
農
業
が
あ
と
で
加
わ
っ
た
。
無
条
件
グ
ラ
ン
ト
は
、
人
口
と
自
治

体
の
面
積
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
一
般
行
政
経
費
で
あ
り
、
人
件
費
と

物
件
費
か
ら
な
る
。
平
等
化
グ
ラ
ン
ト
は
、
標
準
よ
り
達
成
度
の
低

い
県
に
対
し
て
特
別
に
交
付
さ
れ
る
資
金
で
あ
っ
た
。
資
金
使
途
が

限
定
さ
れ
る
条
件
付
き
グ
ラ
ン
ト
は
、
交
付
金
全
体
に
占
め
る
比
率

が
九
四
／
九
五
年
度
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
九
七
／
九
八
年
度
の

七
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
た
も
の
の
、
二
〇
〇
一
／
〇
二
年
度
予

算
に
は
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
回
復
し
、そ
の
後
も
変
化
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
平
等
化
グ
ラ
ン
ト
は
二
〇
〇
一
年
度
実
績
で
グ
ラ
ン
ト
全
体

の
一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
し
か
な
く
、
現
在
で
も
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
地
方
交
付
金
予
算
の
中
心
は
現
在
に
い
た
る
ま
で
条
件
付

き
グ
ラ
ン
ト
で
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
が
主
張
し
た
ほ
ど
に
は
無

条
件
グ
ラ
ン
ト
は
拡
大
さ
れ
な
か
っ
た
。

ム
セ
ベ
ニ
が
急
進
的
な
財
政
的
分
権
化
を
指
向
し
た
の
は
、
Ｐ
Ｅ

Ａ
Ｐ
と
同
様
、
一
九
九
六
年
の
選
挙
活
動
を
経
て
国
民
の
ニ
ー
ズ
に

直
接
応
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

村
の
行
政
組
織
（
Ｌ
Ｃ
１
）
は
内
戦
時
代
の
Ｎ
Ｒ
Ｍ
の
末
端
の
抵
抗

評
議
会
Ｒ
Ｃ
（Resistance Council

）
を
起
源
と
し
て
い
た
。
九
七

年
当
時
、
最
大
の
二
国
間
ド
ナ
ー
の
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
経
常
予
算
と

開
発
予
算
の
多
く
の
執
行
権
限
を
地
方
政
府
に
交
付
す
べ
き
と
唱

え
、
地
方
政
府
省
と
い
く
つ
か
の
地
方
政
府
の
支
持
を
取
り
付
け
て

い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
銀
行
、
財
務
計
画
省
は
地
方
政

府
に
は
い
ま
だ
十
分
な
行
政
能
力
が
な
く
、
中
央
政
府
が
大
き
く
指

導
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
漸
進
主
義
の
立
場
で
あ
っ
た
。
九
八
年

に
権
限
委
譲
（devolution

）
と
し
て
の
分
権
化
を
漸
進
的
に
実
施

し
、
ま
ず
中
央
に
地
方
に
対
す
る
貧
困
削
減
の
た
め
の
基
金
を
導
入

す
る
と
い
う
折
衷
案
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

一
九
九
七
年
一
一
月
に
パ
リ
で
開
か
れ
た
援
助
国
会
合
に
お
い
て

オ
ラ
ン
ダ
は
Ｅ
Ｕ
の
議
長
国
と
し
て
、
民
主
的
な
政
治
改
革
を
求

む
、
と
く
に
権
力
の
分
立
、
司
法
と
議
会
の
強
化
が
必
要
で
、
野
党

の
活
動
自
由
化
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
実
現
す
べ
き
、

ま
も
な
く
行
わ
れ
る
地
方
選
挙
は
分
権
化
に
と
り
重
要
な
ス
テ
ッ

プ
と
の
声
明
を
出
し
た
。
北
部
地
域
に
つ
い
て
は
南
部
と
の
格
差
拡

大
、
治
安
の
不
安
定
化
に
懸
念
を
有
し
、
反
逆
集
団
Ｌ
Ｒ
Ａ
（Lord 

Resistance A
rm

y

）
と
の
政
治
対
話
が
必
要
と
表
明
し
た
。
分
権

化
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
ド
ナ
ー
か
ら
の
支
持
表
明
の
な
か
で
米
国

は
地
方
政
府
の
能
力
を
確
認
す
べ
き
で
、
性
急
な
支
援
は
疑
問
と
反

論
し
た
。
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
は
貧
困
撲
滅
を
中
心
に
戦

略
を
立
て
て
お
り
、
そ
の
柱
は
分
権
化
と
民
間
セ
ク
タ
ー
支
援
で
あ

る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
地
方
開
発
の
基
金
に
つ
い
て
は
世
界
銀
行
、

オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど

が
必
要
性
を
確
認
し
た
。
英
国
は
同
基
金
が
政
府
財
政
を
構
成
す
る

条
件
で
同
意
す
る
と
注
文
を
付
け
、
独
は
経
常
予
算
支
援
を
大
規
模

に
続
け
る
と
、
支
援
に
際
限
が
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。

一
九
九
七
年
の
ウ
ガ
ン
ダ
は
ド
ナ
ー
か
ら
の
厚
い
支
持
と
前
年
の

大
統
領
選
挙
勝
利
を
背
景
に
分
権
化
政
策
を
本
格
的
に
稼
動
さ
せ

た
。
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
に
お
い
て
優
先
セ
ク
タ
ー
を
明
示
し
、
そ
れ
ら
の

サ
ー
ビ
ス
・
デ
リ
バ
リ
ー
を
地
方
政
府
の
も
と
で
実
施
し
よ
う
と
し

た
。
こ
う
し
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
で
ム
セ
ベ
ニ
は
国
際
金
融

機
関
の
示
唆
す
ら
無
視
し
、
巧
み
に
ド
ナ
ー
を
取
り
込
ん
で
Ｕ
Ｐ
Ｅ

政
策
の
推
進
に
邁
進
し
た
。
そ
れ
を
開
発
計
画
と
各
省
・
ド
ナ
ー
協
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議
の
う
え
で
支
え
た
の
が
財
務
計
画
省
、
と
く
に
ム
テ
ビ
レ
次
官
で

あ
り
、
こ
う
し
た
政
治
か
ら
行
政
に
い
た
る
リ
ン
ク
に
は
高
い
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
備
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で
、
ウ

ガ
ン
ダ
政
府
の
政
策
に
お
い
て
は
、
分
権
化
＝
サ
ー
ビ
ス
・
デ
リ
バ

リ
ー
＝
貧
困
削
減
の
目
的
と
手
段
は
明
確
に
リ
ン
ク
し
て
い
た
し
、

ド
ナ
ー
側
も
そ
れ
を
支
援
し
た
。

２　

新
し
い
援
助
の
モ
ダ
リ
テ
ィ

一
九
九
七
／
九
八
年
度
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
援

助
の
新
規
モ
ダ
リ
テ
ィ
が
試
み
ら
れ
た
。
セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
政
府
と
ド
ナ
ー
が
共
同
で
計
画
・
投
資

し
、
結
果
重
視
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
た
。

九
七
年
に
道
路
と
教
育
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
導
入
さ
れ
、
道
路
分
野

は
世
界
銀
行
、
教
育
分
野
は
英
国
主
導
で
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ

は
、
九
七
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
に
お
い
て
最
も
高
い
予
算

の
伸
び
を
示
し
た
セ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
分
権
化
は
地
方
の
貧
困
層
を
削
減
す
る
と
い
う
共
通
の
目
的
を
有

し
、
条
件
付
き
グ
ラ
ン
ト
は
セ
ク
タ
ー
別
の
事
業
予
算
で
あ
る
の

で
、
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
＝
セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
条
件
付
き
グ
ラ
ン
ト

と
い
う
整
合
的
な
計
画
を
中
央
で
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

各
県
は
九
九
年
か
ら
こ
れ
に
合
致
す
る
形
で
地
方
政
府
予
算
計
画
書

（Local Governm
ent Budget Fram

ew
ork Paper: LGBFP

）
の

作
成
に
取
り
掛
か
っ
た
。

セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
分
権
化
の
協
調
的
な
部
分
は
、
前
者

が
大
き
な
資
金
を
ド
ナ
ー
か
ら
誘
引
し
、
そ
れ
を
通
常
バ
ス
ケ
ッ
ト

フ
ァ
ン
ド
と
し
て
蓄
え
る
た
め
に
、
地
方
政
府
に
か
つ
て
な
い
規
模

の
資
金
が
供
与
さ
れ
、
自
主
財
源
で
は
ま
か
な
え
な
い
本
格
的
な
事

業
展
開
が
行
え
る
こ
と
で
あ
る
。
地
方
政
府
に
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

と
使
命
感
が
う
ま
れ
、
本
来
あ
る
べ
き
執
行
体
制
が
確
立
さ
れ
、
運

用
の
ル
ー
ル
が
組
織
内
に
浸
透
す
る
効
果
が
う
ま
れ
る
。
つ
ぎ
に
、

両
者
が
衝
突
す
る
部
分
は
、
膨
大
な
業
務
と
予
算
を
こ
な
せ
な
い
地

方
政
府
に
対
す
る
セ
ク
タ
ー
省
庁
の
苛
立
ち
で
あ
る
。
地
方
政
府
は

学
校
や
保
健
所
と
い
う
現
場
か
ら
上
位
の
機
関
に
順
次
報
告
を
あ
げ

る
が
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
不
正
確
で
あ
っ
た
り
遅
延
し
た
。
こ
れ
に

対
し
、
ド
ナ
ー
側
は
次
期
の
資
金
リ
リ
ー
ス
を
遅
ら
せ
て
改
善
を
要

求
す
る
。
セ
ク
タ
ー
省
庁
と
地
方
政
府
省
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ン
ド

委
員
会
で
ド
ナ
ー
側
に
対
す
る
改
善
策
の
説
明
に
追
わ
れ
た
。
他

方
、
地
方
政
府
、
と
く
に
県
政
府
は
セ
ク
タ
ー
の
拘
束
を
受
け
た
予

算
で
は
自
ら
の
裁
量
権
が
な
く
、
参
加
型
で
計
画
を
作
っ
て
も
活
用

で
き
な
い
不
満
が
あ
っ
た
。

英
国
は
オ
ラ
ン
ダ
と
と
も
に
初
等
教
育
と
保
健
の
二
セ
ク
タ
ー
で

バ
ス
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ン
ド
を
開
始
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
こ
れ
が
貧
困

行
動
基
金（Poverty A

ction Fund: PA
F

）の
原
型
と
な
っ
た（T

he 
Republic of U

ganda 1998

）。
二
セ
ク
タ
ー
は
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
の
優
先

分
野
で
あ
り
、
条
件
付
き
グ
ラ
ン
ト
に
入
っ
て
い
た
。
一
九
九
八
年

一
二
月
の
援
助
国
会
合
に
お
い
て
Ｐ
Ａ
Ｆ
の
対
象
は
初
等
教
育
、
保

健
、
地
方
道
路
、
水
の
四
セ
ク
タ
ー
に
拡
大
し
、
世
界
銀
行
も
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
仕
方
に
つ
い
て
の
留
保
付
き
で
参
加
を
表
明
し
た
。
Ｐ

Ａ
Ｆ
は
、
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
を
具
体
化
す
る
資
金
を
集
め
る
た
め
に
一
般
予

算
の
な
か
に
特
化
さ
れ
た
基
金
で
あ
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
政
府
は
Ｈ
Ｉ
Ｐ

Ｃ
ｓ
救
済
措
置
に
よ
っ
て
浮
い
た
資
金
を
Ｐ
Ａ
Ｆ
に
回
す
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｆ
の
政
府
歳
出
に
占
め
る
割
合
は
年
々
増
加

し
、
政
府
の
貧
困
削
減
に
向
け
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
高
さ
を
示
し

た
。
Ｐ
Ａ
Ｆ
は
開
始
さ
れ
た
九
七
／
九
八
年
度
に
歳
出
の
一
七
パ
ー

セ
ン
ト
の
規
模
で
あ
っ
た
が
、
毎
年
漸
増
し
て
二
〇
〇
〇
／
〇
一
年

度
に
は
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
。
地
方
政
府
は
四
半
期
毎
に
予

算
要
求
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
進
捗
報
告
を
中
央
政
府
に
対
し
て
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
時
点
で
も
、
地
方
財
政
の
う
ち
条
件
付
き
グ
ラ
ン

ト
、
平
等
化
グ
ラ
ン
ト
の
九
割
が
Ｐ
Ａ
Ｆ
に
よ
り
担
わ
れ
て
い

る
。
イ
ヤ
マ
ー
ク
型
援
助
や
条
件
付
き
グ
ラ
ン
ト
の
多
様
化
に
よ

り
、
二
〇
〇
二
年
時
点
で
地
方
財
政
に
は
三
〇
の
異
な
る
資
金
移

転
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
、
政
府
の
手
続
き
が
非
常
に
煩
瑣
に
な
っ

た
。
予
算
全
体
の
執
行
状
況
は
わ
る
く
な
か
っ
た
が
、
条
件
付
き

グ
ラ
ン
ト
が
よ
い
効
果
を
う
ん
で
い
な
い
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
。

県
（district

）
と
準
郡
の
段
階
で
計
画
や
実
施
、
予
算
管
理
能
力

を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
、
同
年
に
Ｆ
Ｄ
Ｓ
（Fiscal 

D
ecentralization Strategy

）
が
作
成
さ
れ
た
。
地
方
政
府
の
グ

ラ
ン
ト
の
利
用
の
弾
力
化
と
中
央
に
対
す
る
報
告
の
簡
略
化
が
狙
い

と
さ
れ
、
多
く
の
グ
ラ
ン
ト
が
統
合
さ
れ
た
。
さ
ら
な
る
分
権
化
の

試
み
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
県
で
行
わ
れ
、
下
か
ら
の
分
権
化
計
画
や
弾
力

的
な
予
算
執
行
と
上
か
ら
の
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
、
セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
制
度
趣
旨
を
い
か
に
調
和
さ
せ
る
か
、
さ
ら
に
高
度
の
行
政
的
な

技
術
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

北
欧
ド
ナ
ー
は
地
方
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
・
デ
リ
バ
リ
ー
と
草
の

根
民
主
主
義
を
推
進
す
る
た
め
に
、
県
以
下
の
単
位
で
の
地
域
拠
点

型
開
発
を
支
援
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
ド
ナ
ー
は
総
合
的
な
開
発
と

住
民
自
治
な
ど
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向
上
施
策
を
組
み
合
わ
せ
て
援
助

す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た

の
は
、
県
以
下
の
行
政
単
位
が
政
府
予
算
の
計
画
・
執
行
権
限
を
有

し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算

は
ド
ナ
ー
丸
抱
え
と
な
り
、
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
対
象
エ
リ
ア
が

縮
小
さ
れ
、
近
隣
の
地
域
に
成
果
を
広
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ウ
ガ
ン

ダ
政
府
は
す
べ
て
の
主
要
な
地
域
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
こ

と
が
Ｎ
Ｒ
Ｍ
の
政
治
的
不
支
持
に
繋
が
る
懸
念
を
有
し
て
い
た
。
両

者
の
思
惑
が
合
致
し
て
一
九
九
七
年
ま
で
に
す
べ
て
の
県
に
対
す
る

財
政
的
分
権
化
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
財
政
の
分
権
化
は
九
〇

年
代
後
半
に
飛
躍
的
に
進
捗
し
、
地
方
政
府
の
政
府
予
算
に
占
め
る

比
率
は
一
九
九
四
／
九
五
年
度
の
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
〇
〇
〇

／
〇
一
年
度
に
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
加
し
、
現
在
も
維
持
さ
れ
て

い
る
。
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多
く
の
ド
ナ
ー
は
地
域
拠
点
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
撤
退
さ
せ
、
そ

の
資
金
を
Ｐ
Ａ
Ｆ
に
振
り
向
け
た
。
ま
た
、
財
政
支
援
（Budget 

Support

）
と
呼
ば
れ
る
ア
フ
リ
カ
で
そ
の
後
普
及
す
る
援
助
モ
ダ

リ
テ
ィ
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
Ｐ
Ａ
Ｆ
同
様
に
、
財
務
計
画
省
の

中
央
銀
行
の
口
座
に
ド
ナ
ー
の
援
助
資
金
を
直
接
投
入
す
る
方
式

で
、
ウ
ガ
ン
ダ
政
府
が
推
進
し
た＊

＊

。
と
く
に
一
般
財
政
支
援
と
い
う

タ
イ
プ
は
、
使
途
が
完
全
に
自
由
な
予
算
で
あ
っ
た
。
ウ
ガ
ン
ダ
で

は
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
か
ら
セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
い
し
Ｐ
Ａ
Ｆ
を
経
由

し
て
条
件
付
き
グ
ラ
ン
ト
に
い
た
る
と
い
う
、
地
方
の
一
般
層
を
受

益
者
と
し
な
が
ら
、
中
央
に
お
い
て
運
営
さ
れ
る
垂
直
的
な
予
算
ス

キ
ー
ム
が
発
達
し
た
。
こ
れ
は
中
央
政
府
の
資
金
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や

監
査
を
可
能
と
し
、
ド
ナ
ー
に
と
っ
て
も
拠
出
資
金
の
ア
カ
ウ
ン
タ

ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
や
す
か
っ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｆ
の
イ
ヤ
マ
ー
ク
資
金
は

支
出
が
遅
延
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
大
規
模
な
腐
敗
や
軍
事
費
に

転
用
さ
れ
る
可
能
性
は
少
な
か
っ
た
。

図
１
に
お
け
る
①
の
地
域
拠
点
型
の
援
助
は
北
欧
諸
国
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ

な
ど
が
実
施
し
、
県
や
市
、
村
の
単
位
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

て
い
た
。
た
と
え
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
地
方
開
発
の
支
援
、
地
方

分
権
化
の
推
進
を
目
的
と
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
総
合
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
農
民
が
自
分
達
の
力
で
開
発
計
画
を
作
成
で

き
る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
た
。
財
務
計
画
省
や
一
般
省
庁
は
、
ど
の

よ
う
な
事
業
が
地
方
で
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
実
情
を
把
握
で
き
な

クロスセクター

地域拠点型

GBS,
PAF

Balance of
Payment
Support

分権化（弱） 分権化（強）

セクター・
プログラム

セクター
財政支援、
セクター
バスケット

プロジェクト援助

ユニセクター

①

②

③

（注）GBS: General Budget Support, Balance of Payment は国際収支のバランスのための支援。
図 1　開発支援モダリティの位置づけ

い
の
で
熱
心
に
支
援
し
な
か
っ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｆ
と
一
般
財
政
支
援
の
発

達
に
よ
り
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
急
減
す
る
。
②
の
セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
中
央
政
府
ベ
ー
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
を
吸
収
し
、

セ
ク
タ
ー
財
政
支
援
や
セ
ク
タ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ン
ド
に
転
換
さ

せ
た
。
ど
の
省
庁
も
セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
が
り
、

二
〇
〇
一
年
時
点
で
教
育
、
幹
線
道
路
、
保
健
、
司
法
の
四
つ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
完
成
し
た
。
③
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
援
助
は
継
続
し
て
い

る
が
、
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
主
流
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
傾
向

と
し
て
は
、
分
権
指
向
が
弱
い
中
央
政
府
に
対
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

援
助
と
分
権
指
向
が
非
常
に
強
い
地
域
拠
点
型
の
援
助
が
減
少
し
、

適
度
に
分
権
化
指
向
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
援
助
が
増
加
し
た
。
ま

た
、
政
府
財
政
の
半
分
を
援
助
で
支
え
る
傾
向
が
九
〇
年
代
末
か
ら

現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

一
九
九
七
／
九
八
年
度
は
分
権
化
政
策
と
も
リ
ン
ク
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
援
助
モ
ダ
リ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
計
画
作
成
の
プ
ロ

セ
ス
で
あ
っ
た
り
、
資
金
の
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
が
、
地
方
に

サ
ー
ビ
ス
を
供
給
し
よ
う
と
い
う
一
貫
し
た
意
図
は
窺
え
た
。
し
か

し
、
セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
集
権
性
の
強
い
援
助
で
、
か
つ
単

一
の
セ
ク
タ
ー
を
対
象
と
す
る
モ
ダ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
開

発
資
金
の
枠
組
み
で
あ
る
Ｐ
Ａ
Ｆ
や
一
般
財
政
支
援
は
地
域
拠
点
型

の
援
助
資
金
を
吸
収
し
、
か
つ
こ
れ
を
中
央
か
ら
の
条
件
付
き
グ
ラ

ン
ト
と
し
て
供
与
し
直
し
た
こ
と
で
予
算
執
行
体
制
と
し
て
は
集
権

性
を
強
め
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
分
権
化
に
よ
る
地
方
の
サ
ー
ビ
ス
・

デ
リ
バ
リ
ー
強
化
の
目
的
と
は
別
に
、
連
動
し
た
援
助
モ
ダ
リ
テ
ィ

が
集
権
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
分

権
化
政
策
は
中
央
主
導
、
中
央
依
存
の
傾
向
を
深
め
た
の
で
あ
る
。

Ⅱ　

貧
困
の
削
減

一
九
九
二
年
に
人
口
の
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
絶
対
貧

困
層
は
九
七
年
に
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
〇
〇
〇
年
に
三
四
パ
ー
セ

ン
ト
に
減
少
し
た
。
こ
の
最
大
の
要
因
と
し
て
財
務
計
画
省
の
ム
テ

ビ
レ
次
官
は
コ
ー
ヒ
ー
市
場
の
自
由
化
を
あ
げ
て
い
た
。
こ
れ
に
は

二
五
〇
万
人
の
小
農
が
従
事
し
て
お
り
、
彼
等
の
得
た
現
金
収
入
が

家
計
に
現
れ
た
。
九
八
年
か
ら
同
輸
出
は
減
少
し
た
が
、
魚
、
花

の
輸
出
が
増
え
、
九
九
年
か
ら
金
も
主
力
輸
出
品
に
な
っ
た
。
た

だ
し
、
金
は
隣
国
の
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
で
産
出
さ
れ
た
も
の
が

持
ち
込
ま
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（Econom

ist 2007

）。
貧
困

率
は
二
〇
〇
二
／
〇
三
年
度
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
低
下
と
交
易
条

件
の
悪
化
に
よ
り
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
加
し
た
が
（Econom

ist 
2007

）、
〇
五
／
〇
六
年
度
に
は
再
び
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し

て
い
る
。
同
年
度
に
お
い
て
は
都
市
部
と
比
較
し
て
農
村
部
の
貧
困

率
の
減
少
が
顕
著
で
あ
っ
た
（U

BoS 2007

）。

対
外
債
務
は
九
〇
年
代
後
半
に
は
全
体
の
三
分
の
二
が
国
際
金

融
機
関
か
ら
の
も
の
で
、
経
常
予
算
の
三
割
が
債
務
返
済
に
充
て
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ら
れ
て
い
た
。
構
造
調
整
の
努
力
が
評
価
さ
れ
た
ウ
ガ
ン
ダ
は
、

一
九
九
八
年
四
月
に
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
ｓ
救
済
措
置
の
適
用
に
よ
り
以
降

三
〇
年
間
に
わ
た
り
六
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
債
務
が
削
減
さ
れ
、

そ
の
後
も
主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
）
に
お
い
て
二
国
間
債
務
の
減

免
措
置
が
加
え
ら
れ
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
ｓ
の
適
用
後
は
外
国
直
接
投
資

（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
も
二
〇
〇
一
年
の
一
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
か
ら
〇
五
年

の
二
億
六
〇
〇
〇
万
ド
ル
に
増
加
し
た
。
債
務
問
題
の
軽
減
化
は
、

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
を
通
じ
て
ウ
ガ
ン
ダ
の
優
先
セ
ク
タ
ー
予
算
の
拡
充
に
寄

与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
の
優
先
セ
ク
タ
ー
の
な
か
で
も
、
初
等
教
育
と
保
健

は
特
別
の
扱
い
を
受
け
た
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
Ｕ
Ｐ
Ｅ
政
策
は
、
各
家

庭
四
人
の
児
童
ま
で
授
業
料
を
無
償
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が

（
一
九
九
六
年
一
二
月
、
大
統
領
声
明
）、
対
象
は
二
〇
〇
二
年
七
月

に
各
家
庭
の
児
童
全
員
に
拡
大
さ
れ
た
。
九
七
年
に
国
連
児
童
基

金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）
の
協
力
に
よ
り
Ｕ
Ｐ
Ｅ
就
学
児
童
の
登
録

（head-count

）
が
行
わ
れ
た
。
児
童
数
は
九
六
年
の
二
九
〇
万
人

か
ら
九
七
年
八
月
の
五
三
〇
万
人
に
急
増
し
、
そ
の
四
割
は
小
学

一
、二
年
生
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
二
年
に
六
九
〇
万
人
、

〇
四
年
に
七
四
〇
万
人
に
増
え
て
い
る
。
こ
の
事
業
の
量
的
な
拡
大

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の
改
善
と
と
も
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
児
童
の
留
年
・
退
学
率
は
高
く
、
内
部
効
率
性
が
問
わ
れ
て
い

る
（N

ishim
ura et al. 2007

）。
ま
た
、
児
童
の
両
親
の
学
校
へ
の

関
わ
り
は
Ｕ
Ｐ
Ｅ
の
導
入
後
貧
し
い
地
域
ほ
ど
弱
く
な
っ
て
い
る

（
笹
岡
・
西
村 2007

）。

従
来
の
社
会
セ
ク
タ
ー
の
予
算
は
地
方
の
現
場
に
は
届
き
に
く

か
っ
た
。
初
等
教
育
の
学
校
運
営
経
費
（capitation grant

）
も
、

条
件
付
き
グ
ラ
ン
ト
の
一
部
と
し
て
地
方
政
府
に
交
付
さ
れ
た
が
、

一
九
九
一
年
と
九
五
年
の
間
は
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
最
終
目
的
地

の
学
校
に
届
か
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
現
状
を
調
べ
た
の
が
世
界

銀
行
な
ど
の
公
共
支
出
追
跡
調
査
（PET

S: Public Expenditure 
T

racking Survey

）
で
あ
る
（Reinikka and Svensson 2004

）。

こ
の
調
査
で
は
、
初
等
教
育
・
保
健
資
金
の
サ
ー
ビ
ス
機
関
へ
の
到

達
の
有
無
と
、
受
領
し
た
資
金
額
を
分
析
し
た
。
調
査
結
果
を
受
け

て
、
政
府
は
月
毎
に
機
関
間
の
資
金
の
移
転
を
新
聞
に
公
示
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
学
校
は
地
方
政
府
か
ら
受
領
し
た
グ
ラ
ン
ト
の
明
細

を
校
舎
の
壁
に
張
り
出
す
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た

対
策
の
流
れ
と
合
致
し
て
九
七
年
に
Ｕ
Ｐ
Ｅ
が
行
わ
れ
、
九
九
／

二
〇
〇
〇
年
に
資
金
の
八
〇
～
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
届
く
よ
う
に

な
っ
た
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
資
金
の
到
着
は
遅
く
、
校
長
や
学
校

運
営
委
員
会
の
委
員
長
が
横
領
す
る
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

保
健
政
策
も
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
ミ
ニ
マ
ム
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
貧
困

層
、
女
性
と
子
ど
も
を
重
点
対
象
と
し
て
、
公
平
に
提
供
し
よ
う
と

し
た
。
対
象
領
域
は
、
感
染
症
、
統
合
的
小
児
疾
患
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ヴ
・
ヘ
ル
ス
、
公
衆
衛
生
な
ど
か
ら
な
る
。
保
健
サ
ー
ビ
ス

は
、
分
権
化
政
策
を
踏
ま
え
て
複
数
の
行
政
段
階
に
対
応
し
て
活
動

を
定
め
た
。
県
病
院
は
国
か
ら
県
の
管
轄
に
移
行
し
た
。
ミ
ニ
マ

ム
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
実
践
は
、
準
郡
以
下
に
多
く
の
役
割
を
期
待
し

た
が
、
初
等
教
育
と
同
様
に
施
設
設
備
、
人
員
の
配
置
な
ど
の
対
応

が
遅
れ
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
は
ウ
ガ
ン
ダ
に
お
い
て
他
国
に
先

駆
け
て
飛
躍
的
に
改
善
し
た
分
野
で
あ
る
（
一
九
九
二
年
の
感
染
率

一
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
〇
〇
六
年
の
七
パ
ー
セ
ン
ト
）。
ウ
ガ
ン
ダ

が
情
報
公
開
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
や
村
レ
ベ
ル
の
普
及
活
動
の
対

策
が
効
を
奏
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
に
は
基
礎
保
健

の
コ
ス
ト
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
診
察
料
を
政
府
が

支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
然
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
が
住

民
に
近
く
は
な
っ
て
も
、
多
く
の
住
民
が
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
満
足
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
問
題
が
あ
っ
て
も
同
機
関
や
政
治
家
に
抗

議
で
き
な
か
っ
た
。
つ
い
最
近
ま
で
権
力
の
地
位
に
あ
っ
た
者
が
公

衆
を
と
が
め
て
威
嚇
し
た
社
会
に
お
い
て
は
、
村
民
は
抗
議
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
報
復
が
来
る
こ
と
を
恐
れ
る
（Golooba-

M
utebi 2005

）。

一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
社
会
指
標
を
比
較
し
た
の

が
表
１
で
あ
る
。
と
く
に
九
八
年
か
ら
〇
六
年
の
間
に
各
指
標
は
相

当
に
改
善
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
治
安
の
安
定
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
感
染
率
の
低
下
、
九
〇
年
代
の
経
済
成
長
（
換
金
作
物
の

輸
出
）、
さ
ら
に
は
Ｕ
Ｐ
Ｅ
な
ど
セ
ク
タ
ー
予
算
の
増
加
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
、
五
歳
未
満
死
亡
率
な
ど
は
ア
フ
リ
カ
一
般

で
も
低
下
し
て
お
り
（
一
九
九
〇
年
に
一
〇
〇
〇
人
あ
た
り
四
三
人

か
ら
二
〇
〇
二
年
に
四
〇
人
）、
初
等
教
育
の
純
就
学
率
も
同
様
で
あ

る
（
九
〇
／
九
一
年
度
の
五
四
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
二
〇
〇
一
／
〇
二
年
度

の
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
）。
大
き
な
傾

向
と
し
て
は
、
所
得
貧
困
率
の
削
減

も
社
会
セ
ク
タ
ー
指
標
の
改
善
も
援

助
の
拡
大
と
と
も
に
漸
進
的
に
進
ん

で
き
た
。

一
九
九
八
年
に
実
施
が
開
始
さ
れ

た
ウ
ガ
ン
ダ
参
加
型
貧
困
調
査
プ

ロ
セ
ス
（
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
）
は
九
つ
の

県
で
貧
困
者
の
貧
困
に
つ
い
て
の
見

解
を
集
め
た
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
あ

る
。
こ
の
調
査
が
注
目
さ
れ
た
の

は
、
家
計
調
査
に
お
い
て
貧
困
が
減
少
し
て
い
る
と
い
わ
れ
た
九
〇

年
代
末
に
「
富
む
も
の
は
さ
ら
に
富
み
、
貧
し
い
者
は
さ
ら
に
貧
し

く
な
る
」
と
い
う
貧
困
者
の
観
察
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
家

計
調
査
と
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
観
察
結
果
の
違
い
は
お
お
い
に
注
目
さ
れ

た
が
（M

cGee 2004

）、
二
〇
〇
二
／
〇
三
年
の
家
計
調
査
に
お
い

て
貧
困
率
が
増
加
し
た
の
で
、
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
そ
の
予
兆
を
把
握
し

て
い
た
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
モ
ダ
リ
テ
ィ

が
考
案
さ
れ
た
が
、
セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
て
も
Ｐ
Ａ
Ｆ
に

し
て
も
、
絶
対
的
な
貧
困
者
の
参
加
と
受
益
は
限
ら
れ
て
い
た
。
Ｐ

Ａ
Ｆ
に
よ
り
地
方
に
施
設
が
建
設
さ
れ
、
行
政
の
活
動
経
費
が
提
供

12.8
50

180
48

17.8
74

160
51

21.0
74

170
42

27.4
84

137
50.4

人口（百万人）
初等純就学率
5 歳未満死亡率
平均寿命

1980 1990 1998 2006

表 1　ウガンダの社会指標の変化

（出典）Uganda Bureau of Statistics, Statistical
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さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
も
と
も
と
資
産
を
も
っ
て
い
る
者
に
よ
り
利
益

を
与
え
、
小
農
や
そ
の
地
域
社
会
を
周
縁
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た

（Lentz 2002

）。

貧
困
の
国
内
格
差
は
大
き
く
、
な
か
で
も
北
部
地
域
と
他
地
域
の

格
差
は
顕
著
で
あ
る
。
北
部
地
域
で
は
一
九
九
〇
年
代
末
に
Ｌ
Ｒ
Ａ

の
奇
襲
を
逃
れ
る
た
め
に
国
内
避
難
民
が
八
〇
万
人
以
上
に
な
っ
た

時
期
も
あ
っ
た
。
北
部
地
域
は
Ｎ
Ｒ
Ｍ
に
と
っ
て
内
戦
期
に
交
戦
し

た
旧
政
府
軍
の
輩
出
地
で
あ
り
、
最
も
政
治
的
な
支
持
の
薄
い
地
域

で
あ
っ
た
。
ム
セ
ベ
ニ
と
Ｎ
Ｒ
Ｍ
は
南
部
と
西
部
を
支
持
基
盤
に
し

て
お
り
、
北
部
と
東
部
の
支
持
は
相
対
的
に
低
く
、
ま
た
両
地
域
の

方
が
貧
困
の
度
合
い
は
高
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
政
府
は
一
般
的

な
分
権
化
政
策
に
よ
る
資
源
配
分
に
加
え
て
、
北
部
に
資
源
を
提
供

す
る
特
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
世
界
銀
行
は
Ｎ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｆ
と

い
う
大
規
模
な
社
会
基
金
借
款
を
供
与
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
年
に

わ
た
っ
て
継
続
し
た
紛
争
が
社
会
経
済
を
疲
弊
さ
せ
、
さ
ら
に
人
口

の
増
加
率
や
移
動
率
の
高
さ
に
よ
り
、
社
会
指
標
は
低
い
ま
ま
で

あ
っ
た
。

貧
困
層
の
減
少
は
市
場
の
自
由
化
措
置
の
影
響
が
大
き
く
、
民
営

化
・
市
場
化
も
分
権
化
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
通
常
の
定
義
づ
け
に

従
え
ば
、
分
権
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
だ
と
い
う
説
明
を
行
う
こ
と
も
で

き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
一
九
九
七
年
以
降
の
地
方
政
府
へ

の
分
権
化
と
は
異
な
る
意
味
で
あ
る
。
九
七
年
以
降
の
分
権
化
が
地

方
政
府
に
多
く
の
予
算
を
配
分
し
、
そ
れ
が
社
会
指
標
の
改
善
に
役

立
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
が
、
予
算
の
増
加
以
外
の
分
権
化
イ
ン

パ
ク
ト
を
特
定
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
個
々
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

や
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
状
に
立
ち
入
っ
て
分
析
す
る
必
要
が

あ
る
。
援
助
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
は
分
権
化
に

連
結
す
る
仕
組
み
が
集
権
的
で
あ
っ
た
の
で
、
開
発
プ
ロ
セ
ス
全
般

は
評
判
ほ
ど
に
は
分
権
化
し
て
お
ら
ず
、
資
源
を
中
央
に
集
め
て
管

理
し
て
い
た
。
ま
た
、
社
会
セ
ク
タ
ー
の
各
種
利
用
料
の
撤
廃
は
す

べ
て
の
階
層
を
利
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
貧
困
層
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
化
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

Ⅲ　

Ｎ
Ｒ
Ｍ
の
動
機

ム
セ
ベ
ニ
は
内
外
の
民
主
化
圧
力
の
な
か
で
一
九
九
六
年
お
よ
び

二
〇
〇
一
年
の
大
統
領
選
挙
を「
無
政
党
政
治
」の
も
と
で
実
施
し
、

こ
れ
に
勝
利
し
た
。
こ
れ
ら
は
候
補
者
が
政
党
で
は
な
く
個
人
の
資

格
で
出
馬
す
る
選
挙
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
の
Ｎ
Ｒ
Ｍ
の
延
長

上
の
統
治
が
続
き
、
政
党
は
結
社
の
自
由
は
あ
る
が
集
会
や
活
動
の

自
由
は
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。
ム
セ
ベ
ニ
は
九
六
年
の
大
統
領

選
挙
に
お
い
て
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票
を
得
た
。
対
戦
相
手
は
民

主
党
の
党
首
セ
モ
ゲ
レ
レ
で
、
ム
セ
ベ
ニ
の
政
権
で
第
二
副
首
相
を

務
め
た
人
物
で
あ
っ
た
。
九
六
年
と
二
〇
〇
〇
年
の
間
に
ド
ナ
ー
と

の
密
接
な
協
力
の
も
と
で
多
数
の
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
大
量
の
援

助
の
流
入
と
と
も
に
汚
職
の
噂
も
増
加
し
た
。
ム
セ
ベ
ニ
は
疑
い
の

あ
る
閣
僚
に
法
的
処
罰
を
与
え
な
か
っ
た
が
、
報
道
が
や
ま
な
い

と
、
辞
任
さ
せ
る
措
置
を
と
っ
た
。

ム
セ
ベ
ニ
は
、
複
数
政
党
制
は
党
派
主
義
（sectarianism

）
の

復
権
に
通
じ
る
の
で
ウ
ガ
ン
ダ
に
は
不
適
当
で
、
か
わ
り
に
広
範
な

支
持
を
集
め
た
Ｎ
Ｒ
Ｍ
が
宗
派
や
地
域
な
ど
の
相
違
を
超
え
て
団
結

を
推
進
で
き
る
と
述
べ
た
（M

useveni 1997

） 

。
複
数
政
党
制
の

不
在
に
対
す
る
批
判
を
補
う
も
の
と
し
て
Ｎ
Ｒ
Ｍ
が
重
視
し
た
の
が

地
方
議
会
／
政
府
（Local Councils

）
で
あ
っ
た
。
地
方
に
は
五

段
階
の
Ｌ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
、
下
位
の
意
見
が
上
位
に
上
が
る

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
の
議
会
・
行
政
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇

年
代
の
分
権
化
政
策
は
、
こ
の
全
国
組
織
を
基
礎
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

の
広
汎
か
つ
効
率
的
な
提
供
を
目
指
し
た
。
無
政
党
政
治
の
も
と
で

分
権
化
は
一
般
市
民
の
行
政
や
政
策
決
定
過
程
へ
の
参
加
促
進
を
意

味
し
た
が
、
Ｎ
Ｒ
Ｍ
の
勢
力
が
地
方
議
会
・
政
府
を
覆
い
尽
く
し
て

い
る
地
域
で
は
、
反
対
派
に
と
っ
て
は
囲
い
込
ま
れ
た
な
か
で
の
自

治
で
あ
っ
た
。
無
政
党
政
治
に
対
す
る
批
判
は
内
外
か
ら
な
さ
れ

た
。
内
部
は
政
党
政
治
を
行
い
た
い
野
党
な
い
し
は
Ｎ
Ｒ
Ｍ
の
権
力

基
盤
か
ら
外
れ
て
い
る
政
治
集
団
で
あ
り
、
反
政
府
系
の
日
刊
紙
モ

ニ
タ
ー
（M
onitor

）
な
ど
に
動
向
が
掲
載
さ
れ
た
。
外
部
は
欧
米

ド
ナ
ー
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
人
権
団
体
な
ど
で
あ
る
。
一
部
の
研
究
者
も
そ

の
な
か
に
含
ま
れ
、
カ
ス
フ
ァ
ー
（K

asfir 1998

）
は
一
九
九
六
年

の
ム
セ
ベ
ニ
圧
勝
を
受
け
て
、「
無
政
党
民
主
主
義
」
と
い
う
皮
肉

な
概
念
を
提
出
し
、
す
べ
て
の
成
人
が
無
政
党
と
い
う
政
党
に
所
属

し
、
政
党
は
存
在
し
て
も
政
治
活
動
は
妨
げ
ら
れ
る
と
説
明
し
た
。

ム
セ
ベ
ニ
と
Ｎ
Ｒ
Ｍ
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
複
数
政
党
制
に
対
す
る

国
民
投
票
を
実
施
し
た
。
野
党
は
は
じ
め
は
歓
迎
し
た
が
、
活
動

の
自
由
が
解
除
さ
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
転
じ

た
。
投
票
率
は
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
支
持
に

回
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
た
〇
一
年
の
選
挙
で
は
ベ
シ
ジ
ェ
と
い
う
Ｎ

Ｒ
Ｍ
を
離
脱
し
た
強
力
な
対
抗
馬
が
出
現
し
た
。
結
果
は
ム
セ
ベ
ニ

が
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
ベ
シ
ジ
ェ
が
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

選
挙
後
ベ
シ
ジ
ェ
は
選
挙
に
お
け
る
脅
迫
と
不
正
を
裁
判
に
訴
え
た

が
、
却
下
さ
れ
た
。
同
年
の
議
会
選
挙
で
Ｎ
Ｒ
Ｍ
は
二
八
二
の
議
席

中
二
三
〇
を
得
た
。
し
か
し
、
〇
三
年
に
ム
セ
ベ
ニ
は
複
数
政
党
制

へ
の
移
行
を
宣
言
し
、
〇
五
年
の
国
民
投
票
も
こ
れ
を
承
認
し
た
。

ム
セ
ベ
ニ
の
任
期
が
憲
法
の
規
定
上
二
期
ま
で
し
か
な
い
こ
と
も
問

題
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
Ｎ
Ｒ
Ｍ
が
圧
倒
的
多
数
の
議
会
に
お
い
て

憲
法
改
正
動
議
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
〇
六
年
に
は
ベ
シ
ジ
ェ
が
率

い
る
Ｆ
Ｄ
Ｃ
（T

he Forum
 for D

em
ocratic Change

）
と
い
う

新
政
党
が
Ｎ
Ｒ
Ｍ
に
と
っ
て
の
脅
威
と
な
っ
た
。
ベ
シ
ジ
ェ
は
選
挙

の
前
年
に
反
逆
や
レ
イ
プ
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、オ
ラ
ン
ダ
、英
国
が
相
次
い
で
抗
議
の
意
味
で
援
助
を
停
止
し
、

〇
六
年
一
月
に
は
釈
放
さ
れ
た
。
大
統
領
選
は
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
の

投
票
率
で
、
ム
セ
ベ
ニ
が
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
ベ
シ
ジ
ェ
が
三
七

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ベ
シ
ジ
ェ
は
前
回
よ
り
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
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得
票
率
を
伸
ば
し
た
が
、
北
部
地
域
の
支
持
が
最
も
厚
か
っ
た
。
続

く
議
会
の
選
挙
で
Ｎ
Ｒ
Ｍ
は
三
一
九
議
席
中
の
一
八
七
議
席
を
獲
得

し
た
。

こ
の
よ
う
に
一
九
九
六
年
か
ら
の
一
〇
年
間
の
あ
い
だ
に
Ｎ
Ｒ
Ｍ

は
民
主
化
の
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
に
は
複
数
政
党
制
の

導
入
に
踏
み
切
っ
た
。
ム
セ
ベ
ニ
が
内
戦
後
に
権
力
を
掌
握
し
た

時
、
既
得
権
益
層
と
の
つ
な
が
り
は
な
く
、
政
府
の
縮
減
を
た
め
ら

わ
せ
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
の
定
員
を
一
九
九
六
年
ま

で
の
間
に
三
二
万
人
か
ら
一
五
万
六
〇
〇
〇
人
に
削
減
し
た
。
大
臣

ポ
ス
ト
も
三
八
か
ら
一
七
に
削
減
し
、
軍
部
も
一
九
九
〇
年
か
ら

九
六
年
の
間
に
一
〇
万
人
か
ら
四
万
人
に
縮
小
し
た
。
こ
の
よ
う
な

公
共
セ
ク
タ
ー
改
革
が
国
際
金
融
機
関
の
評
価
を
う
み
、
そ
の
後
の

安
定
し
た
援
助
の
流
入
を
可
能
に
し
た
。
九
七
年
の
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
は

九
六
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
貧
困
削
減
の
公
約
を
集
大
成
し
た

も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
手
段
と
し
て
公
式
に
強
化
さ
れ
た
の
が
分

権
化
政
策
と
重
点
セ
ク
タ
ー
予
算
の
拡
充
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

Ｐ
Ｒ
Ｓ
、
公
共
セ
ク
タ
ー
改
革
と
分
権
化
の
繋
が
り
を
ド
ナ
ー
側
は

評
価
し
、
さ
ら
に
支
援
を
増
加
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
六
年
以
降
の
ム
セ
ベ
ニ
政
権
は
持
ち
う
る
資
源
を
動
員
し

て
選
挙
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
手
段
が
Ｎ
Ｒ
Ｍ
に
忠
誠

を
つ
く
す
人
間
に
社
会
的
に
高
い
ポ
ス
ト
を
与
え
る
措
置
で
あ
っ

た
。
公
共
セ
ク
タ
ー
改
革
が
ド
ナ
ー
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た

の
で
、
中
央
政
府
を
再
び
拡
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
注
目
さ
れ
た
の
が
半
自
治
的
な
組
織
（sem

i-autonom
ous 

agencies

）、
地
方
政
府
と
議
会
、
そ
し
て
軍
部
で
あ
っ
た
。
半
自

治
的
な
組
織
は
、
地
方
政
府
財
政
委
員
会
（
Ｌ
Ｇ
Ｆ
Ｃ
）
や
ウ
ガ
ン

ダ
司
法
研
究
所
（
Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｕ
）
な
ど
が
例
に
あ
た
る
が
、
政
府
の
諮

問
・
協
議
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
役
割
が
多
い
。
そ
の
数
は
二
〇
〇
二

年
ま
で
に
約
七
〇
と
な
り
、
一
部
は
ド
ナ
ー
か
ら
も
活
動
費
の
支
援

を
受
け
た
が
、
政
府
と
機
能
が
重
複
し
、
ス
タ
ッ
フ
は
政
府
の
給
与

規
程
の
制
約
を
受
け
ず
高
給
で
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｓ
は
地
方
政
府
を
拡
充

す
る
理
由
付
け
を
政
府
に
与
え
、
地
方
政
府
職
員
、
小
学
校
教
員
や

保
健
ス
タ
ッ
フ
が
増
加
し
た
。
こ
の
結
果
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
に
伝

統
的
な
公
務
員
は
二
〇
万
人
に
増
加
し
、
半
自
治
的
な
組
織
に
勤
務

す
る
職
員
は
五
万
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
九
六
年
以
降
副
大
臣

ポ
ス
ト
が
増
加
し
、
二
〇
〇
一
年
以
降
大
臣
は
六
七
名
に
な
っ
た
。

軍
部
は
北
部
の
Ｌ
Ｒ
Ａ
と
の
戦
闘
を
理
由
に
軍
事
費
を
伸
ば
し
た

が
、
九
八
年
に
は
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
北
東
部
に
も
防
衛
を
理
由
に

派
兵
し
、
二
〇
〇
三
年
に
は
一
時
的
に
五
万
六
〇
〇
〇
人
の
規
模
に

拡
大
し
た
。

こ
う
し
た
ポ
ス
ト
作
り
の
な
か
で
も
、
ム
セ
ベ
ニ
大
統
領
は
「
新

し
い
県
を
創
設
す
る
こ
と
で
大
量
の
新
し
い
職
を
作
り
、
各
人
に
パ

ト
ロ
ネ
ー
ジ
の
機
会
を
与
え
た
」（M

w
enda 2007

）。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
潜
在
的
に
反
対
派
に
な
り
う
る
リ
ー
ダ
ー
を
政
府
の
給
与
袋

に
引
き
込
み
、
中
立
化
さ
せ
た
（Green 2008

）。
新
し
い
県
と
い

う
「
選
挙
区
の
創
出
」
は
、
固
有
の
算
定
式
に
よ
っ
て
地
方
政
府
職

員
や
国
会
議
員
を
連
動
し
て
増
加
さ

せ
た
が
、
そ
の
変
化
は
表
２
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
分
権
化
に
よ
っ
て

一
二
年
の
間
に
県
の
数
は
倍
増
し

た
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
自
治
体
新
設
は
、

選
挙
前
に
Ｎ
Ｒ
Ｍ
が
新
し
い
県
候
補

の
権
力
エ
リ
ー
ト
に
次
回
の
集
票
と

見
返
り
に
提
案
す
る
傾
向
が
強
い

（Green 2008

）。

も
ち
ろ
ん
、
一
九
九
七
年
の
時
点

で
ム
セ
ベ
ニ
も
Ｎ
Ｒ
Ｍ
も
Ｐ
Ｒ
Ｓ
や

そ
れ
と
連
動
す
る
分
権
化
政
策
が
選

挙
前
の
集
票
マ
シ
ー
ン
に
使
え
る
と

踏
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。
ド
ナ
ー
の

側
は
セ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
誕
生
と
い
う
契
機
も
あ
っ
て
、
Ｎ

Ｒ
Ｍ
が
望
む
中
央
主
導
の
分
権
化
政
策
に
同
調
し
、
地
方
政
府
に
条

件
付
き
グ
ラ
ン
ト
を
垂
直
的
に
交
付
す
る
方
法
を
支
援
し
た
が
、
こ

れ
は
国
際
金
融
機
関
や
英
国
も
望
ん
だ
路
線
で
あ
っ
た
。
北
欧
諸
国

に
は
、
地
方
政
府
に
無
条
件
グ
ラ
ン
ト
を
交
付
し
、
よ
り
地
方
主
導

で
資
金
計
画
を
立
て
る
方
法
を
望
む
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
Ｐ
Ａ
Ｆ
を

多
セ
ク
タ
ー
基
金
と
す
る
こ
と
を
引
き
換
え
に
中
央
主
導
路
線
に
同

意
し
た
。
米
国
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
て
地
方
に
お
け
る
開
発
や
保
健
セ

ク
タ
ー
の
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
ド
ナ
ー
は
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の

新
し
い
援
助
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
し
て
財
政
支
援
と
い
う
援
助
形
態
を
開

始
し
た
。
こ
の
援
助
は
、
貧
困
国
の
財
政
全
体
を
支
援
し
、
優
先
分

野
の
確
認
は
す
る
も
の
の
、
特
定
の
支
出
部
門
に
イ
ヤ
マ
ー
ク
す
る

も
の
で
は
な
か
っ
た＊

＊

。
こ
の
援
助
の
効
果
に
つ
い
て
の
開
発
政
策
上

の
評
価
は
こ
こ
で
は
省
く
が
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
般
に

と
っ
て
は
二
つ
の
意
味
が
あ
っ
た
。

第
一
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
政
府
、
と
く
に
財
務
計
画
省
が
援
助
モ
ダ
リ

テ
ィ
と
し
て
最
も
重
視
し
た
財
政
支
援
は
、
地
方
へ
の
グ
ラ
ン
ト

を
拡
充
す
る
こ
と
に
寄
与
し
た
が
（Steffensen 2005

）、
軍
事
費

の
増
加
に
も
役
立
ち
、
使
途
不
明
金
も
含
ま
れ
て
い
た
（M

w
enda 

and T
angri 2005

）。
ウ
ガ
ン
ダ
の
軍
事
費
は
一
九
九
六
年
に

八
八
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
三
年
に
一
億
五
〇
〇
〇
万

ド
ル
、
二
〇
〇
四
年
に
二
億
ド
ル
前
後
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は

Ｎ
Ｒ
Ｍ
を
支
え
る
多
数
の
工
作
資
金
に
な
り
え
た
し
、
幽
霊
兵
士
の

口
座
は
小
型
汚
職
の
温
床
に
な
っ
た
。
第
二
は
、
財
政
支
援
や
Ｐ
Ａ

Ｆ
の
よ
う
な
資
金
援
助
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
援
助
と
比
較
し
て
ド
ナ
ー

が
即
座
に
拠
出
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
政
治
的
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
（
政
策
付
帯
条
件
）
を
受
け
取
り
国
に
対
し
て
強
め

る
効
果
を
も
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
の
が
九
八
年
に
ウ
ガ

ン
ダ
が
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
に
侵
攻
し
て
か
ら
の
援
助
減
額
で
あ
っ

た
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
援
助
受
取
額
は
こ
の
侵
攻
の
後
に
一
九
九
七
年
の

八
億
一
三
〇
〇
万
ド
ル
か
ら
九
八
年
の
六
億
四
七
〇
〇
万
ド
ル
、

九
九
年
の
五
億
五
五
〇
〇
万
ド
ル
に
減
少
し
た
（O

ECD
 2001

）。

39
45
56
70
80

288
294
305
306
330

7.4
6.5
5.4
4.4
4.1

1996
1999
2002
2005
2008

県の数 国会議員の数 県あたり国会議員の数年

表 2　県と国会議員の数

（出典）Green 2008: 11（Table 4）.
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ム
セ
ベ
ニ
大
統
領
と
Ｎ
Ｒ
Ｍ
に
と
っ
て
こ
の
記
憶
は
痛
烈
な
も
の
と

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
二
年
の
隣
国
ケ
ニ
ア
で
の
モ

イ
政
権
の
平
和
的
な
交
替
が
大
き
く
影
響
し
、
〇
三
年
の
複
数
政
党

制
へ
の
宣
言
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

地
方
に
目
を
転
じ
た
と
き
に
、
分
権
化
政
策
は
地
方
の
市
民
の
参

加
と
活
力
を
高
め
る
筈
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
参
加
型
の
計
画
作

成
や
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
と
い
う
貧
困
調
査
も
実
施
さ
れ
た
。
地
方
政
府
の

資
金
は
拡
大
し
、
サ
ー
ビ
ス
が
最
終
目
的
地
に
届
く
た
め
の
各
種
の

努
力
も
行
わ
れ
た
。
他
方
で
、
地
方
を
中
央
に
依
存
さ
せ
る
政
策
が

進
行
し
た
。
そ
れ
は
条
件
付
き
グ
ラ
ン
ト
の
増
加
で
あ
り
、
地
方
税

の
廃
止
に
よ
る
地
方
歳
入
の
減
少
で
あ
っ
た
。
代
表
的
な
地
方
税
の

Ｇ
Ｐ
Ｔ
（Graduated Personal T

ax

）
は
人
頭
税
の
流
れ
を
汲
む

一
八
歳
以
上
の
成
人
男
性
（
賃
金
労
働
で
働
く
女
性
を
含
む
）
に
か

け
ら
れ
る
税
で
、
徴
税
コ
ス
ト
が
大
き
い
と
い
う
意
味
で
非
合
理
な

税
で
あ
っ
た
が
、
地
方
政
府
の
最
大
の
収
入
源
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｔ

は
二
〇
〇
一
年
に
一
万
シ
リ
ン
グ
か
ら
三
〇
〇
〇
シ
リ
ン
グ
に
単
価

が
引
き
下
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
〇
五
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
は
〇
六

年
の
複
数
政
党
制
で
の
選
挙
直
前
の
措
置
で
あ
り
、
人
気
取
り
政
策

と
み
な
せ
る
が
、
同
時
に
地
方
政
府
を
よ
り
中
央
依
存
に
さ
せ
た
。

ウ
ガ
ン
ダ
の
地
方
政
府
の
自
己
歳
入
比
率
は
九
七
／
九
八
年
度
の

三
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
〇
三
／
〇
四
年
度
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
減

少
し
た
。
つ
ま
り
、
ウ
ガ
ン
ダ
と
い
う
中
央
政
府
は
外
国
援
助
に
、

地
方
政
府
は
中
央
政
府
に
過
度
に
依
存
し
て
い
る
構
図
で
あ
る
。

Ｎ
Ｒ
Ｍ
は
選
挙
で
の
勝
利
と
見
返
り
に
分
権
化
政
策
と
い
う
名
目

で
多
数
の
ポ
ス
ト
を
提
供
し
た
。
こ
れ
は
民
主
的
分
権
化
の
本
来
の

目
的
で
あ
る
「
下
か
ら
の
参
加
」
を
促
進
す
る
内
容
で
は
な
く
、
中

央
と
地
方
の
エ
リ
ー
ト
を
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
げ

る
も
の
で
あ
っ
た
（Crook 2003

）。
拡
大
さ
れ
た
地
方
政
府
は
Ｎ

Ｒ
Ｍ
の
支
持
基
盤
で
は
な
い
東
部
と
北
部
を
含
め
て
全
国
に
及
ん

だ
。
こ
れ
は
同
質
的
な
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と

い
う
よ
り
も
、
敵
対
す
る
可
能
性
の
あ
る
勢
力
を
繋
ぎ
留
め
て
お
こ

う
と
す
る
方
針
と
見
受
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
よ

り
不
安
定
で
、
短
中
期
的
な
取
引
に
近
い
。
た
だ
し
、
こ
の
策
は
ム

セ
ベ
ニ
と
Ｎ
Ｒ
Ｍ
に
と
っ
て
は
選
挙
で
の
勝
利
を
確
実
に
し
、
得
票

率
の
低
い
東
部
と
北
部
で
の
回
復
を
狙
う
も
の
で
あ
っ
た
。
分
権
化

の
動
機
は
貧
困
削
減
か
ら
徐
々
に
Ｎ
Ｒ
Ｍ
体
制
の
維
持
に
す
り
替
え

ら
れ
た
。

腐
敗
は
ド
ナ
ー
と
の
間
で
焦
眉
の
問
題
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
三

年
の
援
助
国
会
合
で
は
ド
ナ
ー
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
反
腐
敗
（anti-

corruption

）
に
対
す
る
共
同
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
提
出
し
た

（Consultative Group M
eeting 2003

）。
会
計
検
査
院
が
議
会
に

報
告
し
た
各
年
の
使
途
不
明
金
は
二
〇
〇
〇
億
シ
リ
ン
グ
、
政
府
予

算
の
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
お
り
、
ド
ナ
ー
に
と
っ
て
は
国

内
の
納
税
者
に
事
態
を
説
明
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
前

置
き
し
、
緊
急
に
行
う
べ
き
活
動
計
画
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
な
か

で
地
方
政
府
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
、
政
府
予
算
の
三
割

が
地
方
政
府
に
配
分
さ
れ
る
な
か
で
、
腐
敗
も
地
方
に
波
及
し
て
い

る
証
拠
が
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
サ
ー
ビ
ス
の
再

集
権
化
（re-centralisation

）
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

く
、
分
権
化
政
策
が
新
し
い
ツ
ー
ル
を
と
も
な
う
こ
と
で
対
処
さ
れ

る
べ
き
と
論
じ
た
。
個
別
の
議
論
で
は
、
多
く
の
ド
ナ
ー
が
ム
セ
ベ

ニ
の
複
数
政
党
制
の
宣
言
を
支
持
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は

〇
二
／
〇
三
年
度
予
算
の
一
部
が
軍
事
費
に
流
用
さ
れ
、
財
政
支
援

が
一
時
停
止
さ
れ
た
問
題
を
提
議
し
た
。
こ
れ
ら
の
論
点
は
そ
れ
ぞ

れ
当
然
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
ど
の
論
点
も
相
互
の
関
係
や
、
新

し
い
県
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
関
連
を
指
摘
し
た

も
の
は
な
か
っ
た
。

政
府
予
算
や
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ム
セ
ベ
ニ
と

Ｎ
Ｒ
Ｍ
に
対
す
る
政
治
的
支
持
は
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま

で
の
間
に
漸
減
し
て
い
っ
た
。
南
部
地
域
の
ブ
ガ
ン
ダ
な
ど
に
は

一
九
六
〇
年
代
の
連
邦
制
を
復
活
さ
せ
る
動
き
が
あ
り
、
連
邦
主
義

者
た
ち
は
Ｎ
Ｒ
Ｍ
で
は
な
く
野
党
を
支
持
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
と

く
に
二
〇
〇
六
年
の
複
数
政
党
制
で
の
選
挙
は
、
接
戦
と
は
い
か
な

い
ま
で
も
緊
迫
し
た
内
容
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
過
程
に
お

い
て
、
Ｎ
Ｒ
Ｍ
は
地
方
政
府
を
政
治
的
資
源
と
し
て
活
用
す
る
よ
う

に
な
り
、
新
し
い
県
の
創
出
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
。
ム
セ
ベ
ニ

は
西
部
出
身
で
あ
り
、
Ｎ
Ｒ
Ｍ
は
西
部
と
南
部
か
ら
政
治
的
に
支
持

さ
れ
て
い
た
が
、
分
権
化
政
策
は
当
初
Ｎ
Ｒ
Ｍ
の
膝
元
に
お
け
る
対

立
を
封
じ
込
め
る
も
の
で
あ
っ
た
（Johannessen 2006

）。
地
域

（
州
）
よ
り
も
小
さ
な
単
位
の
県
に
対
し
て
高
度
の
自
治
を
与
え
る

こ
と
は
連
邦
主
義
の
予
防
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
新
し

い
県
の
創
設
は
そ
れ
と
同
様
の
論
理
が
全
国
展
開
し
た
も
の
と
も
考

え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
地
方
政
府
の
過
剰
が
サ
ー
ビ
ス
・
デ
リ
バ
リ
ー
の
向
上

に
な
り
、
貧
困
削
減
に
な
る
と
は
考
え
に
く
い
。
議
員
や
行
政
官
の

人
件
費
中
心
の
政
府
拡
張
策
は
も
と
も
と
Ｎ
Ｒ
Ｍ
の
政
治
姿
勢
と
は

対
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
し
、
援
助
依
存
路
線
の
さ
ら
な
る
推
進
で

も
あ
っ
た
。
ウ
ガ
ン
ダ
が
当
初
の
分
権
化
路
線
か
ら
撤
退
し
て
き
た

徴
候
は
県
の
増
加
と
い
う
見
地
か
ら
二
〇
〇
二
／
〇
三
年
に
は
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
複
数
政
党
制
へ
の
移
行
を
Ｎ
Ｒ
Ｍ
が
決

断
す
る
時
期
と
前
後
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
〇
六
／
〇
七
年
度
よ
り

首
席
事
務
官
（CA

O
: Chief A

dm
inistrative O

ffi
cer

）
な
ど
の
地

方
政
府
の
幹
部
行
政
官
が
中
央
政
府
任
命
に
切
り
替
わ
っ
た
。
こ
の

動
き
に
は
、
地
方
政
治
家
か
ら
の
危
な
い
誘
い
か
け
を
回
避
す
る
意

味
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
治
の
後
退
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
（
斉
藤 2007: 37

）。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
動
き
か
ら
当
初
の
貧
困

削
減
を
政
策
目
標
と
し
て
掲
げ
た
分
権
化
政
策
は
一
〇
年
が
経
過
し

て
相
当
程
度
変
質
し
た
と
考
え
る
。
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お
わ
り
に

ウ
ガ
ン
ダ
の
県
政
府
（
自
治
体
）
の
数
は
八
〇
で
、
県
あ
た
り
の

平
均
人
口
は
三
八
万
三
〇
〇
〇
人
で
あ
る
（Green 2008: 2

）。
こ

の
数
が
分
権
化
に
よ
る
貧
困
削
減
と
い
う
目
的
を
果
た
す
の
に
合
理

的
な
数
字
な
の
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
分
権
化
が
地
方
に
お

け
る
サ
ー
ビ
ス
・
デ
リ
バ
リ
ー
の
提
供
に
有
用
と
考
え
て
も
、
そ
れ

に
は
経
済
学
的
な
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
る
し
、
行
政
学
的

な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
問
題
も
あ
る
。
た
だ
し
、
貧
困
削
減
と
は
成
果

が
出
る
ま
で
に
非
常
に
時
間
が
か
か
る
複
合
的
な
政
策
領
域
で
あ

り
、
単
一
の
政
策
改
革
で
す
ぐ
に
実
現
を
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
。
多
く
の
場
合
、
成
果
が
出
る
ま
で
の
長
期
的
な
視
点

や
忍
耐
が
国
際
社
会
に
は
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ウ
ガ
ン
ダ
の
分
権
化
政
策
の
政
治
学
的
な
含
意
は
、
一
九
九
六
年

以
降
民
主
化
政
策
の
遅
れ
を
補
う
意
図
を
も
っ
て
い
た
。
は
じ
め
の

一
〇
年
間
は
、
無
政
党
政
治
の
も
と
で
ム
セ
ベ
ニ
や
Ｎ
Ｒ
Ｍ
へ
の
支

持
と
得
票
を
増
や
す
た
め
に
分
権
化
が
使
わ
れ
、
各
種
の
セ
ク
タ
ー

の
サ
ー
ビ
ス
・
デ
リ
バ
リ
ー
と
連
結
す
る
こ
と
が
真
摯
に
期
待
さ
れ

た
。
そ
の
時
点
で
は
、
ド
ナ
ー
は
ウ
ガ
ン
ダ
の
民
主
政
治
に
不
満
を

も
っ
て
い
て
も
、
従
来
の
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
公
共
セ
ク
タ
ー

改
革
の
実
績
、
ス
ー
ダ
ン
が
軍
事
支
援
す
る
Ｌ
Ｒ
Ａ
と
の
戦
闘
終
結

と
い
う
観
点
か
ら
ウ
ガ
ン
ダ
を
支
援
し
、
Ｐ
Ａ
Ｆ
や
一
般
財
政
支
援

を
拡
大
さ
せ
た
。
各
種
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
は
、
ド
ナ
ー
の
資
金
を

利
用
し
て
初
等
教
育
の
授
業
料
や
保
健
の
受
診
料
が
削
減
さ
れ
、
税

で
は
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
流
れ
は
分
権
化
が
貧
困
削
減
を

達
成
す
る
と
い
う
論
理
の
も
と
で
正
当
化
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
所

得
貧
困
の
減
少
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
か
つ
て
ほ
ど
明
確

で
は
な
く
な
る
。
所
得
貧
困
の
減
少
は
一
九
九
〇
年
代
の
輸
出
作
物

の
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
支
え
た
コ
ー
ヒ
ー

は
貧
困
層
を
含
む
一
般
農
民
に
収
益
が
届
く
産
品
で
あ
っ
た
が
、
輸

出
の
重
点
が
魚
や
花
に
な
る
と
そ
の
影
響
は
低
下
し
、
さ
ら
に
金
に

な
る
と
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
か
ら
の
搬
入
に
携
わ
る
一
部
の
民
間

企
業
と
軍
に
し
か
利
益
が
届
か
な
く
な
っ
た
。
輸
出
の
多
角
化
と
い

う
本
来
経
済
の
安
定
に
と
っ
て
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
に
な
る
貿
易
政
策
が

貧
困
削
減
の
促
進
に
繋
が
ら
な
い
デ
ィ
レ
ン
マ
が
う
ま
れ
た
の
で
あ

る
。二

〇
〇
六
年
以
降
の
分
権
化
政
策
は
複
数
政
党
制
の
代
替
と
い
う

動
機
を
失
っ
た
が
、
よ
り
純
化
し
た
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
体
制
の
継
続
と

い
う
論
理
に
よ
り
牽
引
さ
れ
て
い
る
。
地
方
政
府
の
増
加
は
合
理
性

の
根
拠
を
失
い
、
地
方
の
市
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
よ
り
も
地
方
で

票
を
と
り
ま
と
め
る
権
力
エ
リ
ー
ト
や
そ
れ
を
支
え
る
ブ
ロ
ー
カ
ー

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
Ｎ
Ｒ
Ｍ
お
よ
び
政
府
の
眼
目
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
貧
困
削
減
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
地
方
機
関

と
い
う
手
段
の
増
加
は
そ
れ
自
体
が
目
的
と
な
っ
た
。
ム
セ
ベ
ニ
と

Ｎ
Ｒ
Ｍ
は
複
数
政
党
制
を
国
際
社
会
に
示
し
、
地
方
政
府
な
ど
の
政

治
ポ
ス
ト
提
供
の
手
法
で
二
〇
〇
六
年
の
選
挙
を
な
ん
と
か
勝
利
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
中
等
教
育
の
無
償
化
が
選
挙

で
公
約
さ
れ
、
翌
年
に
実
現
し
て
い
る
。
初
等
七
年
、
中
等
四
年
で

合
計
一
一
年
間
の
公
教
育
が
無
償
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

ム
セ
ベ
ニ
は
三
期
目
に
な
り
、
野
党
と
の
票
差
は
縮
ま
り
、
Ｎ
Ｒ
Ｍ

の
打
つ
手
は
限
ら
れ
て
き
て
い
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
政
府
は
ド
ナ
ー
か
ら

の
圧
力
に
弱
く
、
ド
ナ
ー
が
大
挙
し
て
資
金
の
供
与
を
停
止
す
れ
ば

政
府
の
運
営
は
破
綻
す
る
。
〇
五
年
の
ベ
シ
ジ
ェ
の
逮
捕
時
の
三
カ

国
に
よ
る
援
助
停
止
は
実
際
に
そ
れ
を
予
見
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
国
際
金
融
機
関
を
中
心
と
し
た
外
国
借
款

の
債
務
は
増
加
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
の
間
に
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
六

割
か
ら
七
割
に
増
加
し
て
い
る
。

ド
ナ
ー
の
責
任
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
と
く
に
二
〇
〇
三

年
あ
た
り
か
ら
は
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
た
し
か
に
以
前

か
ら
ウ
ガ
ン
ダ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
ド
ナ
ー
や
国
際
的
な
市
民

社
会
か
ら
の
批
判
に
は
強
烈
な
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
関
心
の

中
心
は
腐
敗
の
防
止
で
あ
り
、
Ｎ
Ｒ
Ｍ
の
開
発
援
助
を
利
用
し
た
統

治
の
あ
り
方
に
対
す
る
基
本
的
な
注
文
は
突
き
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
Ｎ
Ｒ
Ｍ
側
の
分
権
化
に
対
す
る
動
機
の
変
化
に
関
し
て
、
ド

ナ
ー
側
は
自
ら
の
視
座
の
制
約
を
認
識
し
、
Ｎ
Ｒ
Ｍ
に
誘
導
さ
れ
た

プ
ロ
セ
ス
を
自
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
分
権
化
政
策

を
推
進
す
る
政
治
勢
力
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
機
と
効
果
に
つ
い
て
ド

ナ
ー
は
よ
り
眼
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
し
、
民
主
化
（
と
く
に
、

複
数
政
党
制
）、
分
権
化
や
公
共
セ
ク
タ
ー
改
革
な
ど
の
政
策
改
革

の
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
も
分
析
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。し

か
し
、
外
交
的
な
観
点
か
ら
は
ド
ナ
ー
の
強
力
な
ウ
ガ
ン
ダ
支

援
は
容
易
に
変
化
し
そ
う
も
な
い
。
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム

原
理
主
義
の
浸
透
と
不
安
定
、
ダ
ル
フ
ー
ル
問
題
、
二
〇
一
一
年
の

ス
ー
ダ
ン
南
部
の
独
立
信
任
投
票
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
に
お
け
る

地
方
集
団
の
抗
争
と
混
乱
と
い
う
隣
国
の
状
況
が
そ
れ
を
物
語
っ
て

い
る
。
二
〇
〇
七
年
三
月
、
ウ
ガ
ン
ダ
は
ソ
マ
リ
ア
に
Ａ
Ｕ
の
軍
隊

の
先
陣
と
し
て
派
兵
し
た
が
、
こ
れ
は
不
安
定
な
東
ア
フ
リ
カ
に
お

け
る
砦
と
し
て
の
同
国
の
地
位
を
国
際
社
会
に
示
そ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
も
ウ
ガ
ン
ダ
の
軍
事
費
増
大
は
大
き
な
問

題
と
し
な
が
ら
も
、
経
済
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
い
ま
だ
に
評

価
し
て
い
る
。
分
権
化
か
ら
貧
困
削
減
と
い
う
論
理
は
曖
昧
と
な

り
、
分
権
化
は
政
治
権
力
の
延
命
装
置
と
化
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

ウ
ガ
ン
ダ
は
ド
ナ
ー
に
と
っ
て
地
域
内
の
援
助
の
重
点
対
象
国
で

あ
り
続
け
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
時
点
で
最
大
の
二
国
間
ド
ナ
ー

は
米
国
と
英
国
で
あ
り
、
米
国
が
二
億
四
〇
〇
〇
万
ド
ル
、
英
国

が
二
億
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
と
圧
倒
的
な
規
模
の
資
金
を
供
与
し
、

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
純
支
出
総
額
は
国
際
機
関
を
含
め
て

一
五
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。
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◉
注

＊
１　

筆
者
は
一
九
九
六
年
〜
九
八
年
に
ウ
ガ
ン
ダ
の
財
務
計
画
経
済
開

発
省
（
以
下
、「
財
務
計
画
省
」）
に
勤
務
し
た
。

＊
２　

も
と
も
と
財
務
計
画
省
次
官
の
ム
テ
ビ
レ
（M

utebile

）
氏
の
発

案
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

＊
３　

く
わ
し
く
は
、
一
般
財
政
支
援
や
セ
ク
タ
ー
財
政
支
援
、
Ｐ
Ａ
Ｆ

一
般
支
援
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
る
。
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